
様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

保育原理 保育士資格必修 2 30
教育と社会(教
育の理念・
歴史・思想を含

保育士資格必修 2 30

子ども家庭福祉 保育士資格必修 2 30

社会福祉 保育士資格必修 2 30

社会的養護Ⅰ 保育士資格必修 2 30

保育者論 保育士資格必修 2 30

教師論 保育士資格選択必修 2 30

保育の心理学 保育士資格必修 2 30

子どもの理解と援助 保育士資格必修 1 30

教育心理学 保育士資格選択必修 2 30

子どもの保健 保育士資格必修 2 30

子どもの食と栄養Ⅰ 保育士資格必修 1 30

保育士資格必修 2 30

幼児理解の理論と方法 保育士資格選択必修 2 30

こどもと健康 保育士資格必修 1 20

こどもと環境 保育士資格必修 1 20

こどもと言葉 保育士資格必修 1 20

こどもと音楽表現 保育士資格選択必修 1 20

こどもと造形表現 保育士資格選択必修 1 20

保育内容「健康」の指導法 保育士資格必修 2 30

保育内容「環境」の指導法 保育士資格必修 2 30

保育内容「言葉」の指導法 保育士資格必修 2 30

保育内容「表現」の指導法Ⅰ 保育士資格必修 2 30

乳児保育Ⅰ 保育士資格必修 2 30

乳児保育Ⅱ 保育士資格必修 1 30

子どもの健康と安全 保育士資格必修 1 30

情報処理 保育士資格必修 2 30 30

教育実習指導Ⅰ 幼稚園免許取得の為の必修科目 1 60 20

保育実習指導Ⅰ 保育士資格必修 2 60

保育者の教養Ⅰ 保育士資格選択必修 2 30

小計 50 910 50

委託訓練カリキュラム（１年次）

訓練コース

実施施設名

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

科　　　目

教育課程・保育の計画と方法
（教育の方法及び技術を含む）

学
　
　
科

(

講
義

)

千葉女子専門学校

保育科

R8-H1



こどもの音楽Ⅰ 保育士資格選択必修 2 60

こどもの造形 保育士資格選択必修 1 30

幼児体育 保育士資格選択必修 1 30

教育実習 幼稚園免許取得の為の必修科目 1 48 24

保育実習 保育士資格必修 4 90

学級活動 保育士としての資質を涵養する活動 24

ゼミナール活動 保育士としての資質を涵養する活動 14

学園祭 保育士としての資質を涵養する活動 24

ファーストステップ研修会 保育士としての資質を涵養する活動 16

ipad活用講座 保育士としての資質を涵養する活動 20 20

小計 9 356 44

就
職
支
援

面接指導、公務員講座 12

合計（１年次合計） 59 1278 94

その他

入校式等※ 12

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

進級要件

１年次開設科目のうち、保育士資格取得に必要な全ての科目及び実習の単位を修得すること。

実
　
　
技

（
演
習

）



様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

保育士資格必修 2 30

保育士資格必修 1 30

保育士資格必修 1 30

保育士資格必修 1 20

保育士資格選択必修 2 30

保育士資格必修 2 30

保育士資格必修 2 30

保育士資格必修 2 60

保育士資格必修 1 30

保育士資格必修 1 30

保育士資格選択必修 2 30

保育士資格必修 2 60

幼稚園免許取得の為の必修科目 2 60

保育士資格必修 2 30

保育士資格必修 2 60 60

保育士資格必修 2 30

幼稚園免許取得の為の必修科目 1 30 4

保育士資格必修 1 30

保育士資格取得の為の関連科目 16 8

保育士資格選択必修 1 20

小計 30 686 72

保育士資格選択必修 2 60

保育士資格必修 1 30

幼稚園免許取得の為の必修科目 3 112

保育士資格必修 2 90

保育士資格必修 2 90

保育士としての資質を涵養する活動 24

保育士としての資質を涵養する活動 12

保育士としての資質を涵養する活動 16

保育士としての資質を涵養する活動 16 4

保育士としての資質を涵養する活動 20 20

小計 10 470 24

就
職
支
援

44

40 1200 96

千葉女子専門学校

保育科

委託訓練カリキュラム（2年次）

実施施設名

訓練コース

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

科　　　目

学
　
　
科

(

講
義

)

子ども家庭支援の心理学

ファーストステップ研修会

ipad活用講座

実
　
　
技

（
演
習

）

ゼミナール活動

学園祭（準備含む）

合計（２年次）

保育実習

就職対策、面接指導、
公務員講座

特別支援教育・保育総論

社会的養護Ⅱ

子育て支援

教育実習指導Ⅱ

保育実習指導Ⅱ

教育保育実習指導

教職実践演習

日本国憲法

教育相談

保育実践演習

子どもの食と栄養Ⅱ

保育内容総論

こどもと人間関係

保育内容「表現」の指導法Ⅱ

保育内容「人間関係」の指導法

子ども家庭支援論

英語一般

体育講義

施設実習

学級活動

教育実習

保育者の教養Ⅱ

こどもの音楽Ⅱ

体育実技

R8-H1



その他

8

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

修了（卒業）要件

所定の年限を在学し、学則７条の第1号または第２号に定める単位を修得した者について卒業とする。

修了式等※



様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

建学の精神「真心教育」とその実践 1 15

日本国憲法の主要な項目の内容理解 2 30

科学的観点から生活をとらえ生活自立に向けより良い生活を創造する2 30

運動の効果と応急処置の方法を学ぶ 1 16

保育士としてどのように書き、どのように話すか 2 30

レクリエーションの基礎的理論 2 30

遊びがもたらす学びの内容 2 30

教育の本質、目的、思想、歴史 2 30

保育について考え、理解する 2 30

保育と教育の心理学の基本的な知識の修得 2 30

保育課程についての理解 2 30

児童福祉について深く考え知る 2 30

社会福祉の歴史・制度を学ぶ 2 30

小児の正常な発育および疾病を知る 2 30

小計 26 391 0

スポーツ体験を通して生涯スポーツに結びつくスポーツの楽しみ方を探る 1 44

英語の基礎的な口語表現を学ぶ 1 30

英語の実践的な口語表現を学ぶ 1 30

情報処理の意味を理解し基本的活用を知る 1 30 30

情報処理の意味を理解し自在に活用する 1 30 30

音楽理論及びピアノ演奏 1 30

レクリエーション実技（基本） 1 30

保育内容について理解し、考える 1 30

乳幼児期の言葉の発達とその指導 1 30

乳幼児期における音楽表現活動の内容と研究 1 30

保育に関する知識・技能を学び見学実習を通しPDCAサイクルを体験 4 120

小児期の主要な疾患の看護、日常の保育現場で必要な技術と保育における保健的対応 1 30

保育所における基礎的実習 2 80

児童福祉施設等における基礎的実習 2 80

児童福祉施設における基礎的実習の事前指導 1 30

小計 20 654 60

就
職
支
援

就職オリエンテーション×4回 8

46 1053 60

その他

入学式・開講式・オリエンテーション 12

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

進級要件

特になし。ただし、資格取得を目指す場合は、指定科目の全てを取得することが望ましい。

入校式等※

レクリエーション概論

子どもの保健

体育実技

法学（日本国憲法）

生活科学

体育理論

国語表現

保育実習指導Ⅰ(事前指導)

合計（１年次合計）

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

情報処理Ⅰ

レクリエーション実技Ⅰ

情報処理Ⅱ

ピアノ演奏法Ⅰ

保育実習Ⅰ(保育所)

保育実習Ⅰ(施設)

清和大学短期大学部

こども学科

委託訓練カリキュラム（１年次）

訓練コース

実施施設名

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

学
　
　
科

(

講
義

)

実
　
　
技

（
演
習

）

科　　　目

真心教育

子どもの遊びⅠ

教育原理

保育原理

保育と教育の心理学

教育・保育課程論

子ども家庭福祉

社会福祉

健康指導法

言葉指導法

音楽表現指導法

総合保育演習

子どもの健康と安全

R8-H2



様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

保育者としての責務と倫理 2 30

児童養護の理論と倫理 2 30

初期経験の重要性、発達課題、親子関係や家族関係等について発達的な観点から理解 2 30

３才未満の保育について学ぶ 2 30

家庭支援の意義や目的 2 30

小計 10 150 0

レクリエーションの実践と応用 1 30

健康指導、安全指導について学ぶ 1 30

乳幼児期における人とのかかわりの発達とその指導 1 30

子どもの育ちと「環境による保育」 1 30

児童養護の理論と実践 1 30

年齢に応じた適切な食のあり方を知る 2 60 4

保育や教育の現場で適切な関わりや学習援助を行うための基本的知識 1 30

３才未満の保育の実践方法の理解 1 30

特別な支援を必要とする子どもたちとの関わりの基礎 1 30

特別な支援を必要とする子どもたちとの関わりの実践 1 30

子育て支援について考える 1 30

現場での行事を念頭に2年間の学修の成果を発表 1 30

保育者養成２年間の学びを振り返り、今後の課題を検討する 2 30 10

児童福祉施設における基礎的実習の事後指導 1 30 6

保育所または施設における実習内容を深める 2 80

保育実習Ⅱ・Ⅲの事前事後指導（上記実習と対にして履修） 1 30 6

小計 19 560 26

就
職
支
援

就職オリエンテーション×４回 8

29 718 26

その他

卒業式・閉講式・オリエンテーション 14

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

修了（卒業）要件

子ども家庭支援論

清和大学短期大学部

こども学科

委託訓練カリキュラム（2年次）

実施施設名

訓練コース

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

科　　　目

学
　
　
科

(

講
義

)

教職論

修了式等※

社会的養護Ⅱ

子どもの食と栄養

合計（２年次）

乳児保育Ⅱ

社会的養護Ⅰ

子ども家庭支援の心理学

乳児保育Ⅰ

人間関係指導法

環境指導法

教育・保育相談の理論と方法

保育実習指導ⅡまたはⅢ

実
　
　
技

（
演
習

）

レクリエーション実技Ⅱ

保育内容総論

保育実習ⅡまたはⅢ

教養科目：必修及び選択必修科目を含み9科目11単位以上取得

専門科目：必修及び選択必修科目を含み40単位以上取得

選択科目：上記科目分野から11単位以上取得

総取得単位数：62単位以上

特別支援保育Ⅰ

特別支援保育Ⅱ

子育て支援

卒業研究

教職･保育実践演習(幼）

保育実習指導Ⅰ(事後指導)

R8-H2



R8-H3











R8-H3











様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

憲法、家族法、刑法、少年法等 2 30 0

保育者の健康管理と人体の基礎 1 15 0

保育理論及び保育の基礎的理解 2 30 0

児童家庭支援サービスの概要と援助の基礎 2 30 0

社会福祉法制度とサービスの概要 2 30 0

児童養護施設等における支援の理解 2 30 0

発育発達の基礎的理解 2 30 0

保育保健の基礎 4 60 0

乳児保育の基礎知識 2 30 0

発達心理及び児童心理の概要 2 30 0

対象に合わせたレクプログラムと指導法 2 30 0

キャリア形成の意義と進路選択能力の育成 2 30 0

小計 25 375 0

障害の社会的理解、障害者福祉の法制度 1 30 0

発育・発達に合わせた体育プログラムと指導法 1 45 0

保育士に必要なPC操作、IT活用、情報セキュリ
ティの重要性等、ITに関する法規制等

1 30 30

保育所等における保育内容の総合的理解 1 30 0

領域「健康」の理解 1 30 0

領域「人間関係」の理解 1 30 0

領域「環境」の理解 1 30 0

領域「ことば」の理解 1 30 0

乳児保育の基礎的な技術 1 30 0

楽器演奏の基礎（ピアノ） 2 60 0

音楽理論・ソルフェージュ 1 30 0

造形の基礎 2 60 0

保育実習Ⅰの事前指導・巡回指導 2 60 10

保育所と施設における実習・各12日間 4 180 0

歌唱と音楽基礎演習 1 30 0

聴覚障害児とのコミュニケーション方法等 1 30 0

保育所、児童福祉施設等 34 0

施設実習に向けて基本的な介護技術の習得 2 0

クラス指導及び全体指導 48 0

小計 22 819 40

保育内容の理解と方法Ⅲ

乳児保育Ⅱ

保育内容の理解と方法Ⅰ

保育内容の理解と方法Ⅱ

保育内容演習Ⅱ

保育内容演習Ⅲ

保育内容演習Ⅳ

特設学生指導

保育内容総論

保育内容演習Ⅰ

乳児保育Ⅰ

社会的養護Ⅰ

保育の心理学

子どもの保健

障害の理解

保健体育Ⅰ

保育原理

キャリア開発

保健体育Ⅱ

子ども家庭福祉

社会福祉

児童心理学

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ論

情報処理
（基礎的ITリテラシー含む）

保育実習指導Ⅰ

保育実習Ⅰ

表現法Ⅰ

介護技術講習

手話

ボランティア実習

江戸川学園おおたかの森専門学校

こども福祉学科

委託訓練カリキュラム（１年次）

訓練コース

実施施設名

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

学
　
　
科

(

講
義

)

実
　
　
技

（
演
習

）

科　　　目

法学

R8-H4



就
職
支
援

・クラス担任による進路希望調査のための個別面接
・進路に向けた下調べや見学等の指導及び履歴書作
成指導
・実習・就職課による就職ガイダンス（就職先への電
話のかけ方、見学の際の留意点、訪問マナー）
・福祉現場の職員による就職ガイダンス

16

47 1210 40

その他

20

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

進級要件

原則として、1年次の科目を履修済でなければ進級できない。進級に必要な最低履修時間は800時間となっている。

合計（１年次合計）

入校式等※



様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

保育士に必要な教養としての社会学 2 30 0

経済学の基礎知識 2 30 0

キッズイングリッシュ教授法 2 60 0

教育理論及び教育の基礎的理解 2 30 0

保育者としての心構えや対処方法の理解 2 30 0

子ども家庭支援の意義と基本 2 30 0

子どもの発達課題と家庭への支援 2 30 0

発達を軸にした子ども理解の方法 1 30 0

指導計画と保育過程の理解 2 30 0

保育所保育指針に基づく保育過程の展開等 2 30 0

情緒障害児の理解と支援 2 30 0

小計 21 360 0

領域「表現」の理解 1 30 0

遊びと文化の理解 1 30 0

乳幼児及び福祉施設における食事と栄養 2 60 0

保育における保健的観点からの援助 1 30 0

障害児保育の理論及び基礎的理解と実際 2 60 0

児童養護施設等における保育の実際 1 30 0

保護者への育児支援と家庭支援 1 30 0

保育過程の実践的展開と保育現場における諸
問題への具体的な対応方法の理解

2 60 0

児童福祉施設における保育士の役割、施設見学
や現場職員の講話、実践的な学び等

1 30 0

福祉対象者へのレクリエーションの提供方法等 2 60 0

季節の子どもの歌と伴奏 1 30 0

保育実習Ⅰの事後指導 15 8

保育実習Ⅱ・Ⅲの事前指導・巡回指導・事後指
導

1 45 22

Ⅱ：保育園での実習12日間
Ⅲ：児童福祉施設での実習12日間

2 90 0

クラス指導及び全体指導 40 0

小計 18 640 30

就
職
支
援

・クラス担任による進路希望調査のため個別の
面接と指導
・進路に向けた下調べや見学等の指導及び履歴
書作成指導、就職試験対策
・実習・就職課による就職ガイダンス（就職先へ
の電話のかけ方、見学の際の留意点、訪問マ
ナー等）
・福祉現場の職員による就職ガイダンス

24

39 1024 30

児童福祉総合演習

障害児保育

社会的養護Ⅱ

子育て支援

子どもの食と栄養

表現法Ⅱ

子どもの健康と安全

保育実習ⅡまたはⅢ

特設学生指導

子ども家庭支援論

英語コミュニケーション

教育原理

江戸川学園おおたかの森専門学校

こども福祉学科

委託訓練カリキュラム（2年次）

実施施設名

訓練コース

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

科　　　目

学
　
　
科

(

講
義

)

社会学

経済学

子ども家庭支援の心理学

子どもの理解と援助

福祉レクリエーション

保育の計画と評価

保育指導方法

情緒障害児論

保育者論

実
　
　
技

（
演
習

）

保育内容演習Ⅴ

保育内容の理解と方法Ⅳ

保育実習指導Ⅰ

保育実習指導ⅡまたはⅢ

合計（２年次）

保育実践演習

R8-H4



その他

学科指導、就活への心構え、卒業式等 4

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

修了（卒業）要件

修了（卒業）には、1年次、2年次科目を全て履修しなければ修了（卒業）できない。

修了式等※



様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

初年次教育 1 30 0

将来を見据えた言語活用力として、文章表
現の基本を理解させるとともに、文種による
表現の特徴や作成上の留意点をも理解さ
せ、教育者・保育者として文章を介して子ど
もを育てていくという使命感を育む

2 30 0

日本国憲法について、その背景にある立憲
主義や平和主義、人権、民主主義などの考
え方および重要な条文の概要を学ぶ。

2 30 0

運動・スポーツと健康について科学の視点
からアプローチし、心と身体についての理解
を深める。

1 30 0

子どもを取り巻く現代社会の人間関係に関
心をもち、その問題点や改善の方策を考察
する。遊びや生活の中で育つ人と関わる力
の発達について、教師との関係、幼児との関
係、集団の中での育ちを観点として理解す
る。指導・援助方法、人とのかかわりが難し
い子どもへの支援方法を身につける。

2 30 0

乳幼児の言葉の発達を理解し、個々の発達
に即した保育を考えられるようにする。遊び
や児童文化の本質を理解したうえで、環境
の指導に繋がる保育を考えられるようにす
る。

2 30 0

子どもの言葉の発達段階における特徴や連
続性など（言葉に関する知識）を捉え理解を
深める。言葉を育てる保育において必要な
教材作成や実践を行い（保育技術)を身につ
ける
言葉に関わる協働的な学習を通して、（問題
解決力や人と関わる基礎となるコミュニケー
ションスキル）を高める。

2 30 0

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

敬愛短期大学

現代子ども学科

委託訓練カリキュラム（１年次）

訓練コース

実施施設名

科　　　目

敬愛スタートアップゼミ

子どもと言葉

文章表現法

日本国憲法

健康運動科学

子どもと人間関係

学
　
　
科

(

講
義

)

子どもと環境

R8-H5



幼児教育や保育のあり方について考察する
上での基礎となる教育の本質、教育目的、
教育思想など教育の理念について学習し、
幼児教育や保育の現場に立つにあたって必
要となる幼児教育施設への理解、教育観、
子どもの発達観について講義を行い、基礎
的な幼児教育の習得を目指す。

2 30 0

幼児期の教育及び保育の意義・目的につい
て理解する。幼稚園教育要領、保育所保育
指針などにおける保育の基本について理解
する。

2 30 0

保育のプロとしての自覚を持ち､変化に富ん
だ時代に対応できる姿勢を持ちながら､多様
な可能性を秘めた幼児理解ができる資質の
育成を目指す。

2 30 0

乳幼児期の学びの過程と特性、保育におけ
る人との相互的関わりや体験、環境の意義
について理解し、保育者は子どもにとって重
要な人的環境であるという使命感を持つ。

2 30 0

教育課程、全体的な計画の基準やその意
義・編成及び実施について基本的な事項を
理解するとともに、全体的な計画の編成に必
要な資質・技能の習得と社会において果たし
ている役割や機能の理解を目指す。

2 30 0

幼児理解の基礎的な知識を学び、事例の読
み取りなどを通して、幼児の生活や実態を把
握し、幼児に心に寄り添い、発達に即した学
びや育ちを促す適切な関わり方や方法を考
えることができるようになることを目指す。

2 30 0

「”子ども”の発達の連続性及び教育と保育
の関連性を重視し、総合的な子ども理解」を
到達目標とする。

2 30 0

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

保育者論

育ちと学びの心理学

教育・保育課程論

幼児理解の理論と方法

子ども家庭福祉

保育原理Ⅰ

学
　
　
科

(

講
義

)

教育原理



わが国における社会的養護の理念と方向性
を把握し、現在実施されている社会的養護
の意義を理解する。

2 30 0

子どもの保健は子ども一人一人の成長と発
達を、身体的、精神的、社会的に理解し、子
どもの健康の維持と増進を保育の場で実践
と指導できるようになることを目標とする。

2 30 0

3歳未満児の発達の特徴を十分に理解する
とともに、人間形成の上で大切な乳幼児期
の育ちに関わる保育者に関して学ぶ。

2 30 0

周囲の環境の全てが学習の対象となる乳幼
児の成長の素材を紐解き、伝承文化、季節
の行事・歌等を通して、子どもの心身の成長
に合わせた保育の表現技術を広く学ぶ。

2 30 0

小計 34 540 0

保育現場の即戦力となり、より実務的な
Office及びICTの習熟を目指す。

1 30 30

保育現場の即戦力となり、より実務的な
Office及びICTの習熟を目指す。

1 30 30

昨今のグローバル化に伴い現場で求められ
る高度な英語コミュニケーション能力を養い
つつ、異文化の理解も深めていく。

1 30 0

昨今のグローバル化に伴い現場で求められ
る高度な英語コミュニケーション能力を養い
つつ、異文化の理解も深めていく。

1 30 0

保育者として必要とされるスポーツ・運動に
関する理論を理解する。

1 30 0

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

生涯スポーツ実習

子どもの保健

社会的養護Ⅰ

実
　
　
技

（
演
習

）

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

乳児保育Ⅰ

児童文化Ⅰ

学
　
　
科

(

講
義

)



子ども一人一人を敬愛し、各年齢段階にお
ける発達的特徴を捉えた教材から、確実な
音楽表現ができるように、その実践力を身に
つけることを目的とする。全員がレッスンカー
ドB②まで到達する。

1 30 0

子ども一人一人を敬愛し、各年齢段階にお
ける発達的特徴を捉えた教材から、確実な
音楽表現ができるように、その実践力を身に
つけることを目的とする。全員がレッスンカー
ドB②まで到達する。

1 30 0

幼児期の子どもと造形表現に関する実技・
作品製作や、レポート類の作成等を通じて、
子どもや保育者、造形表現に関する基本的
な内容と指導・援助の方法・技術を体験的に
理解し、習得する。

2 30 0

　領域「表現」を中心に学びながら、子どもの
表現の発達やそれに関連する諸発達、他領
域との関係も含め、子どもの表現を深く理解
し、多角的に捉えられるようになることを目的
とする。

2 30 0

幼稚園教育、保育所保育指針における「保
育の目標」「育みたい資質・能力」「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」と「保育の内
容」の関連を理解し、専門領域と関連させた
理解を深める。

1 30 0

教育・保育の現場において子ども理解を深
め、子どもや保護者を支援する方法を身に
つけられるよう、実践的な活動を通して2年
次の本実習に向けて自己の課題を明確にす
るための事前指導を行う。

1 30 0

建学の精神「敬天愛人」の精神と使命感を備
えた教育者・保育者を目指し、教育・保育の
現場において子ども理解を深め、子どもや保
護者を支援する方法を身に着けることを目
標とする。1年次は観察参加実習として位置
づけ、実践を通じて具体的な理解を深める。

- 30 0

子どもの発達の連続性及び教育と保育の関
連性を重視し、総合的な子ども理解、主体的
かつ協働的なコミュニケーションや課題解決
の能力を身につけていることをねらいとす
る。

1 30 0

子どもの発達の連続性及び教育と保育の関
連性を重視し、総合的な子ども理解、主体的
かつ協働的なコミュニケーションや課題解決
の能力を身につけていることをねらいとす
る。

1 30 0

3歳未満児の発達の特徴を十分に理解する
とともに、人間形成の上で大切な乳幼児期
の育ちに関わる保育者について学ぶ。

1 30 0

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

子どもと表現

実
　
　
技

（
演
習

）

保育内容総論

幼稚園実習指導Ⅰ

幼稚園実習

子どもと音楽Ⅰ

子どもと音楽Ⅱ

子どもと造形

子どもの食と栄養Ⅰ

子どもの食と栄養Ⅱ

乳児保育Ⅱ



保育所の役割や機能、既習の教科目の内容
を踏まえての保育及び保護者への支援、保
育の計画、観察、記録及び自己評価等につ
いて具体的かつ総合的に理解する。

2 90 0

①児童福祉施設等（保育所以外）の役割や
機能について実践を通して、具体的な理解を
深める。
②子どもや利用者との関わりを通して、相手
への理解を深める。
③既習の教科目の内容を踏まえて、支援に
ついて総合的に理解する。
④社会的養護における計画、観察、記録等
について、実践を通して具体的な理解を深め
る。
⑤保育士としての自己の課題を明確化す
る。

2 90 0

実習の事後指導を通して、実習の総括と自
己評価を行い、今後の学習に向けた課題や
目標を明確にする。

1 30 0

1 30 0

小計 22 690 60

幼児教育・保育の専門家として、幼稚園教諭
や保育士あるいは福祉施設の職員となるた
め、自分の未来設計に向って積極的に進ん
でいけるよう、キャリアデザインのサポートを
する。

1 30 0

幼児教育・保育の専門家として、幼稚園教諭
や保育士あるいは福祉施設の職員となるた
め、自分の未来設計に向って積極的に進ん
でいけるよう、キャリアデザインのサポートを
する。

1 30 0

58 1290 60

その他

訓練生対象の入校式・学内オリエンテーショ
ンのほか、通常の“教務ガイダンス”、実習・
就職に関するオリエンテーションおよび実習
報告会に参加する。

7

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

進級要件

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

実
　
　
技

（
演
習

）

施設実習指導Ⅰ

保育実習（施設）の意義や目的を理解し、施
設養護・家庭養護における子どもの自立に
向けた支援、権利擁護のあり方や、職業倫
理に関わる保育士の専門性について、実習
を通しての学びを明確にするとともに、各自
の実習生（保育者）としての課題を明確にす
ることを目的とする。

保育所実習Ⅰ

施設実習Ⅰ

保育所実習指導Ⅰ

入校式等※

1年次に修得単位数が20単位かつＧＰＡが1.5以下の場合、1年次に留め置く。

就
職
支
援

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

合計（１年次合計）



様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

卒業研究 2 30 0

保育の方法や技術に関することについて、
理念、歴史的背景、具体的な実践事例、ICT
活用など、様々な観点から考えていく。保育
者としての実践的な力量を高めることを目標
とする。

2 30 0

子どもたち全員を対象とし、個性の伸長や人
格の成長を支援する教育活動であるという
認識をもち、子どもに寄り添いともに成長しよ
うとする使命感を培う。

2 30 0

現代社会における社会福祉の意義、その理
念や制度、実施体系や歴史を理解し、社会
福祉における利用者保護、また保護者への
関わりや支援を学びつつ、子ども家庭支援と
社会福祉のかかわり、社会福祉の動向と今
後の課題を考える。

2 30 0

健康の領域における「健康な心と体を育て、
自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養
う」ことへへ理解を深め、保育者として子ども
の「生活」、「遊び」の環境づくり、保育活動の
実践ができるようになることを目指す。

2 30 0

すべての子育て家庭を対象として、保育の
専門性を活かしニーズに応じた支援に関わ
ることを理解し、保育者として子ども・保護者
に寄り添い、子育て家庭を支えていくという
使命感を培う。

2 30 0

発達段階と家族システム、親としての養育ス
タイルや多様な子育て環境を学び、あるべき
支援の方法を学ぶ。

2 30 0

保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連
携型認定こども園教育・保育要領に示されて
いる保育の目標や保育で育みたい３つの資
質・能力及び幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿の理解を深める。

2 30 0

「在宅保育」の背景にある、子育てに関する
社会的課題を学び、子育て支援としての役
割を意識し、1対1あるいは少人数での保育
における、責任ある（使命感）を持った保育
者を育成する。

2 30 0在宅保育

敬愛ブラッシュアップゼミ

教育方法

教育相談
（カウンセリング含む）

社会福祉

子どもと健康

子ども家庭支援論

子ども家庭支援の心理学

敬愛短期大学

現代子ども学科

委託訓練カリキュラム（2年次）

実施施設名

訓練コース

科　　　目

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

学
　
　
科

(

講
義

)

保育原理Ⅱ
（指導計画案の作成）

R8-H5



実習や就職後の保育現場で、子どもたちに
より良い遊びの分化を伝えられる保育者を
目指し体験的に学習し、理解を深める。

2 30 0

社会的養護の重要性が増大する中、①　社
会的養護における児童の権利擁護や保育
士等の倫理　②　施設養護、家庭養護及び
その他の社会的養護の実際　③　児童の支
援計画の作成　④　ソーシャルワークの方法
と技術　⑤　家庭支援、児童家庭福祉、地域
福祉　等を学び保育士として必要な知識を養
い、理解を深める。

2 30 0

小計 22 330 0

子ども一人一人の発達の連続性を理解し、
子どもの向上しようとする意識を理解して、
子どもが音楽と関わる姿から、保育者として
の能力を身につけることを目的とする。「子ど
もと音楽Ⅳ」とあわせて1年間で歌唱教材２５
曲以上を習得する。

1 30 0

子ども一人一人の発達の連続性を理解し、
子どもの向上しようとする意識を理解して、
子どもが音楽と関わる姿から、保育者として
の能力を身につけることを目的とする。「子ど
もと音楽Ⅲ」に続き1年間で歌唱教材２５曲以
上を習得する。

1 30 0

幼稚園教育において育みたい資質・能力を
理解し、「健康」領域のねらいと内容を踏ま
え、乳幼児が遊びや生活、経験を通して健
康で安全な生活を身につけ、見通しを持って
行動できるようになるための保育者の具体
的な援助方法について習得する。

1 30 0

良好な社会生活を送る上でのコミュニケー
ション・ツールとして重要な「言葉」とはいか
なるものかを明らにするとともに、領域「言
葉」のねらいと内容を理解させて子どもの言
葉の発達に関わっていくという使命感を培
う。

1 30 0

幼稚園教育要領に示された5領域のうち、人
間関係のねらい及び内容について理解を深
めるとともに、幼児の発達に即して、主体的・
対話的で深い学びが実現する過程を踏まえ
て具体的な指導場面を通して保育を構想す
る方法を身に付ける。

1 30 0

保育所保育指針および幼稚園教育要領の
領域「環境」のねらいと内容を理解し、子ども
と環境との関りについて具体的な活動や事
例を通して学び 、教育・保育に関する専門
的な知識・技能の修得に励み、子どもの成
長・発達について深い理解を持ち、子どもへ
の共感を基にしてコミュニケーションを深め
たり、ともに考えながら支援する姿勢を身に
つけられるようにする。

1 30 4

１歳以上３歳未満児及び３歳以上児の保育
における５領域の「表現」と保育における子
どもの生活や遊びを総合的に捉え保育を展
開していくための方法や技術、子どもの実態
や状況に即した援助や関わりについて具体
的に学ぶ。

1 30 0

保育内容演習（健康）

保育内容演習（言葉）

児童文化Ⅱ

子どもと音楽Ⅲ

子どもと音楽Ⅳ

社会的養護内容Ⅰ
（生活環境等）

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

学
　
　
科

(

講
義

)

実
　
　
技

（
演
習

）

保育内容演習
（人間関係）

保育内容演習（環境）

保育内容演習（表現）



保育者（保育士、幼稚園教諭）として障害を
もつ子や援助を必要とする子どもの発達支
援、及び保護者の子育て支援が責務である
ことを認識し、適切な援助を行うために必要
な知識を習得することを目指す。

2 30 0

実習の事前事後指導を通して建学の精神
「敬天愛人」の精神と使命感を備えた教育
者・保育者となり地域の教育・保育に貢献で
き得る力を身につけることを目指す。

1 30 0

建学の精神「敬天愛人」の精神と使命感を備
えた教育者・保育者を目指し、教育・保育の
現場において子ども理解を深め、子どもや保
護者を支援する方法を身に着けることを目
標とする。実習を通して幼稚園教育全般につ
いての理解をいっそう深め、教職に対する意
志ならびに保育者としての資質・能力・適正
を確認し保育者を目指す自覚を確立する。
(1年次30時間・計120時間　)

4 90 0

深い子ども理解と使命感を備えた教育者・保
育者の育成をめざし、“子ども”の発達の連
続性及び教育と保育の関連性を重視し、総
合的な子ども理解のできる教育者・保育者
の育成を到達目標とする。

2 30 0

子どもの権利擁護に基づいた社会的養護の
基本的な内容について理解し、施設養護及
び家庭養護の実際について学び、児童と家
庭を支援する仕組みを理解する。社会的養
護における計画・記録・自己評価の実際を学
び、社会的養護に関わる相談援助を行うた
めの専門性と技術力を身につける。子どもの
虐待防止と家庭支援についても理解し必要
な支援を構築するための仕組みと支援力を
身につける。

1 30 0

子どもの健康と安全

各年齢における子どもの心身の特徴を理解
し、健康で安全な保育のための実践的な技
術を身に着けることを目標とする。さらに
個々の子どもの健康問題や課題を判断、理
解してコミュニケ―ションをとりながら、適切
に援助できることを目標とする。

1 30 0

保護者への「子育て支援」を行う際に必要
な、保育士の行う保育の専門性を背景とした
保護者に対する相談、助言、情報提供、行
動見本の提示等の支援（保育相談支援）に
ついて、その特性と展開を具体的に理解す
ることを目指す。

1 30 0

リトミックの手法を用いた活動をするための
知識と技術の習得を目指す。

2 30 0

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

実
　
　
技

（
演
習

）

特別支援教育

幼稚園実習指導Ⅱ

幼稚園実習

保育・教職実践演習

社会的養護Ⅱ

子育て支援

リトミック



【保育所実習Ⅱ】
既習の教科目や保育所実習Ⅰの経験を踏
まえ、子どもの保育及び子育て支援につい
て総合的に理解する。保育の計画、実践、記
録、自己評価等について実際に取り組み、
理解を深める。

【施設実習Ⅱ】
①児童福祉施設等（保育所以外）の役割や
機能について実践を通して、理解を深める。
②家庭と地域の生活実態にふれて、児童家
庭福祉及び社会的養護に対する理解をもと
に、保護者支援、家庭支援のための知識、
技術、判断力を養う。
③保育士の業務内容や職業倫理について
具体的な実践に結びつけて理解する。
④保育士としての自己の課題を明確化す
る。

2 90 0

【保育所実習指導Ⅱ】
実習の事後指導を通して、実習の総括と自
己評価を行い、保育に対する課題や認識を
明確にする。
【施設実習指導Ⅱ】
施設実習指導Ⅰ学んだ施設の理解やそこで
の実習の意義・目的をふまえて、より実践力
につながる保育力を養成する。

1 30 0

小計 24 630 4

就
職
支
援

幼児教育・保育の専門家としての教育観・保
育観を深め、一人一人のキャリア形成を支
援する。

1 30 0

47 990 4

その他

通常の“教務ガイダンス”、実習・就職に関す
るオリエンテーションおよび実習報告会に参
加する。修了式での資格・免許状の交付の
ほか、訓練生を対象とした“オリエンテーショ
ン”に参加する。

5

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

修了（卒業）要件

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

実
　
　
技

（
演
習

）

合計（２年次）

修了式等※

本学に2年間在学し、免許・資格取得に必要な要件単位を修得したものに対して、修了証を授与する。

保育所実習Ⅱ/施設実習
Ⅱ
(選択)

保育所実習指導Ⅱ/施設
実習指導Ⅱ

キャリアデザインⅢ



様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

国語を中心として、手紙・ビジネス文書の書き方、漢字の練習、話し
方、敬語の使い方等を学習し、読解力・作文能力を養い、社会人と
して、また保育士として正しい日本語の使い方を習得する。

2 30

公務員試験または民間企業における入社試験などに対応できる一
般知能科目を中心とした基礎学力の習得を図る。また、適性検査
や面接などの対策なども行う。

2 30

生活習慣と環境との相互作用が、健康状態に与える影響を学ぶ。
また、スポーツを文化的視点、生物学的視点、運動学的視点等の
様々な視点で捉えることにより、自己の健康・体力づくり及び豊か
なライフスタイルについての見識を身につける。

1 15

保育者となるための基本的な考えを総合的に学習する。保育の意
義及び目的を理解するとともに、保育に関する法令及び制度、保育
所保育指針における保育の基本について理解を深め、保育の現状
と課題を理解する。

2 30

現代社会において子どもがおかれている現状を把握するとともに、
現在の子ども家庭福祉の制度及びその役割を体系的に理解する。
また、子どもの人権、子どもをとりまく環境、子ども家庭福祉に係る
援助活動について理解する。

2 30

社会福祉の理念の理解をもとに、わが国の社会福祉の体系、相談
援助や利用者の保護にかかわる仕組みについて理解する。また、
社会福祉における子ども家庭支援の視点について理解を深める。

2 30

現代社会における社会的養護の理念と概念や歴史的変遷につい
て理解し、子どもの人権擁護をふまえた社会的養護の基本につい
て学習する。また、社会的養護の対象や形態、関係する専門職等
について理解する。

2 30

保育士として欠くことのできない資質能力や保育士の制度的な位
置付けを理解する。また、保育者の役割や倫理、専門性を考察す
るとともに専門職間及び専門機関との連携、保護者や地域社会と
の連携・協働についても理解を深める。

2 30

子どもを理解するための具体的方法や保育士としての援助や態度
の基本について理解する。保育実践において、実態に応じた子ども
一人一人の心身の発達や学びを把握することの意義について学
ぶ。

1 30

乳児保育の意義・目的と歴史的変遷、保育所・乳児院・家庭の現状
を把握し、それらの果たす役割、担当する保育者としての役割を理
解する。事例をもとに、保育士として必要な乳児保育の理論・知
識、乳児期における大人の役割等を理解し保育現場での具体的課
題を学ぶ。

2 30

保育における保健的観点を踏まえた保育環境や援助について理
解する。関連するガイドラインや近年のデータ等を踏まえ感染症対
策や体調不良等に対する対応方法、衛生管理並びに安全管理等
を学ぶ。

1 30

言語表現に関する基礎を理解し、発達段階に応じた教材の選び方
を学ぶ。また、演習を通し絵本・紙芝居の読み聞かせ、素話の技術
などを身につける。

1 30

形態別のレクリエーション技術について理解するとともに、演習も交
えて児童の年齢に応じたレクリエーション方法（歌、集団ゲーム遊
び、野外遊びなど）を学習する。また、四季を感じさせる童謡（合奏・
合唱など）も身につける。

2 30

音楽理論の基礎を学習する。楽譜の読み方、音程、音階、和音、こ
どもにとっての音楽の必要性などを学び、音楽の基礎的な力を身
に付ける。

1 15

音楽を通し、表現による情操を養うことを目的として、ピアノや電子
楽器などを用い、鍵盤奏法の技術を習得する。また、保育現場で
必要な鍵盤楽器の基礎的な知識及び技術などを学ぶとともに、入
学以前の音楽経験に応じた個々の技術レベルに沿った学習を行な
う。

2 60

小計 25 450 0

パソコン（Word・Excel）の基本知識及び基本的操作技術を習得し、
業務における様々な目的に応じて、柔軟かつ効率良く対処できる
能力を習得する。

2 60 60

各種スポーツ能力の向上、更には自己の健康・体力を適切に管理
できる能力を養う。また、縄跳び、マット運動等の幼児期に必要な
運動能力などについても学ぶ。

1 30

保育所保育指針における「保育の目標」、「育みたい資質・能力」
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」「保育の内容」に関連付け
て保育内容を理解するとともに、保育指針の各章のつながりを読み
取り、保育の全体的な構造を理解する。

1 30

乳幼児の健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す
力を養う領域「健康」について学ぶ。乳幼児期の子どもの心身の発
育・発達の基礎として何が必要であるか、そして発育・発達のため
に保育者としてどのように援助するべきかについての視点とかかわ
り方を演習を通して具体的に学ぶ。

1 30

子どもの理解と援助

乳児保育Ⅰ

子どもの健康と安全

言語表現

保育内容（健康）

スポーツ（実技）

保育内容総論

ビジネス教養

健康科学

保育原理

子ども家庭福祉

社会福祉

社会的養護Ⅰ

鍵盤奏法の基礎

情報リテラシーと処理技術

保育者論

児童レクリエーション概論

こどもと音楽

大原医療保育福祉専門学校千葉校

こども保育学科

委託訓練カリキュラム（１年次）

訓練コース

実施施設名

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

学
　
　
科

(

講
義

)

実
　
　
技

（
演
習

）

科　　　目

一般教養

R8-H6



乳幼児が他の人々と親しみ支え合って生活するために、自立心を
育て人とかわる力を養う領域「人間関係」について学ぶ。演習を通
して乳幼児の遊びや生活全体を通して「豊かな人間関係」や「身近
な人と気持ちが通じ合う心」を育むための保育士の留意点や配慮
すべき事項を学ぶ。

1 30

乳幼児が周囲の様々な環境に好奇心や探究心を持ってかかわり、
それらを生活に取り入れていこうとする力を養う領域「環境」につい
て学ぶ。乳幼児が遊びを通して環境と主体的・直接的に関わること
により、生きる力を獲得していくことを理解し、その環境の中で子ど
もの遊びとは何か、を学ぶ。

1 30

乳幼児が経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現
し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て、言葉に対す
る感覚や言葉で表現する力を養う領域「言葉」について学ぶ。そし
て乳幼児が園生活を通して豊かな言葉を獲得していくためには、保
育者がどのように援助し役割を果たせばよいかを、演習を通して考
える。

1 30

乳幼児が感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し
て、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする領域「表
現」について学ぶ。乳幼児の健やかな成長を促し、個々の表現活
動を認め個性を伸ばしていくことが重要であり、演習を通して具体
的な実践方法を学ぶ。

1 30

演習授業内で使用する各課題での素材の特性を実際の作品制作
の中で経験し、その経験の中から発達段階にある乳幼児の表現に
対しての指導方法を学ぶ。子どもが自由に発想し制作する作品に
対しての理解力や対応力を身につける。

1 30

楽譜の読み方、音程、音階、和音、リズムなどの学びを活用し、音
楽による基礎的な表現力を身につける。また、童謡や手遊びを題
材に入れ、歌唱教育の技術を習得すると同時に身近な自然やもの
の音や音色について学ぶ。

1 30

保育所の生活に参画し、乳幼児への理解を深めるとともに、保育
所の機能と保育士の職務、関連職員との連携について理解を深め
る。また、現場で直接学べる貴重な時間であることを意識し、実践
を通じて保育内容や環境への理解、保育計画と記録の重要性への
理解を深める機会とする。

2 80

保育実習を円滑に進めるための知識・技術・態度について学ぶ。実
習の意義・目的、実習内容並びに実習日誌の書き方、乳幼児保育
の理解、実習生としての基本的な心構えや姿勢を習得する。また、
事後指導として、実習体験に基づきグループ討議等を行い、施設
に対する認識を深めると同時に、実習態度を振り返り、改善すべき
点を見出す。

1 30

レクリエーションについて理解を深め、計画・実施・評価の方法、安
全管理について学習し、演習を通して、そのあり方や、主体的に活
動を起こす具体的な展開方法などを身につける。また、レクリエー
ション財（音楽、遊び、環境、様々な道具等）への理解を深め、レク
リエーションの指導方法を習得する。

2 60

単位修得の為の試験
20

小計 16 520 60

就
職
支
援

1年次に、就職とは何か、自己分析、自己ＰＲの作成、校長講和、
企業セミナー等就職活動の全体把握、就職活動の身だしなみの確
認などを行う。また、キャリアコンサルタントによる個別面談を実施
する。 15

41 985 60

その他

入校式、オリエンテーション、その他各期のガイダンスにて、短期・
中期・長期の目標を確認する 20

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

進級要件

保育内容（人間関係）

学則：（単位の授与）
第２０条　授業科目を履修し、各科目の成績を判定の上、秀・優・良・可を取得した学生には所定の単位を与える。
２．介護福祉科及びこども保育学科の履修においては、次に掲げる３項目に基づき認定する。
（１）授業科目ごとの出席率が基準を満たしている者
授業科目ごとの出席時間数が履修時間数の３分の２に満たない者、及び介護実習・保育実習の出席時間数が履修時
間数の５分の４に満たない者は、履修の認定を行わないこととする。
（２）授業科目ごとの学業成績で合格を修めた者
（３）介護実習・保育実習については、実習先施設で実習要件を満たしたと評価された者
３．１年間に履修できる授業科目の上限は４８単位とする。
学則：（進級）
第２３条　進級の認定は、各学科の各学年において定める単位の取得状況及び出席状況等学習姿勢も考慮の上、進級
判定委員会にて審査する。

入校式等※

合計（１年次合計）

造形表現1

就職支援Ⅰ

定期試験

保育実習指導Ⅰ①

レクリエーション指導法

保育内容（環境）

保育内容（言葉）

保育内容（表現）

音楽とリズム

保育実習Ⅰ①

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

実
　
　
技

（
演
習

）



様式３

分野 保育士

資格等 保育士

科目の内容 単位数 時　間
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

教育の目的・内容・方法及び子ども家庭福祉との関連性について理
解するとともに、教育に関する基礎的概念、教育活動における実践
原理を体系的に学ぶ。また、生涯学習時代のあり方についても触れ
る。

2 30

子育て家庭に対する支援の意義・目的を理解し、子ども家庭支援の
現状や課題について学ぶ。子育て家庭のニーズを理解し、保育士と
して専門性を生かした多様な支援の展開や関係機関との連携につ
いて学ぶ。

2 30

園生活の代表的な保育内容、あるいは保育活動を例にとりながら、
保育の計画と評価の基本を学ぶ。全体的な計画と指導計画の意義
と方法を理解し、保育の過程（計画・実践・記録・省察・評価・改善）
の基本を押さえ、子どもの理解に基づいて計画を立てる際の要件を
学ぶ。

2 30

小計 6 90 0

養護及び教育の一体性を踏まえた子どもの食生活、栄養に関する
基本的知識を体系的に理解するとともに、特に保育の実際との関連
において実践的な知識・理解を深める。また、特別な配慮を要する
子どもの食と栄養についても理解する。

2 60

3歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わりの基
本的な考え方について理解する。乳児保育の計画、環境構成、記録
等について具体的に理解し、乳児が安全と情緒の安定を図るため
の配慮について具体的に学ぶ。

1 30

保育実践に関わる発達理論等の心理学的知識を踏まえ、発達を捉
える視点について理解し、子どもへの理解を深める。養護及び教育
の一体性、発達に即した援助を学び、乳幼児期の子どもの学びの
過程、特性を踏まえた人との相互的関わりや体験、環境の意義を学
ぶ。

2 30

生涯発達に関する心理学の基本的な知識を習得し初期経験の重要
性や発達課題等について理解する。また、家族・家庭の意義と機
能、子育て家庭を取り巻く社会状況、子どもの精神保健とその課題
について理解する。

2 30

子どもの身体的な発育・発達と健康について理解する。また、子ども
の健康管理のために、医学的な基礎知識を理解するとともに、疾病
への適切な対応やその予防対策、他職種間の連携・協働について
理解を深める。

2 30

子どもの発達と運動機能に関する知識を学び、演習を通して、運動
遊びの実践や、見立て遊びやごっこ遊び、劇遊びなど遊びの教育的
意味について理解を深める。

1 30

障害児保育の理念や歴史的変遷について学び、障害児及び特別な
配慮を要する子どもの保育や家庭の支援について理解する。その
上で、具体的援助の方法、環境構成、保育計画について理解を深
める。また、各関係機関との連携及び保健・医療・福祉・教育等の現
状と課題についても理解を深める。

2 60

子どもの理解を踏まえた社会的養護の基本的な内容について具体
的に理解し、かつ、施設養護及び家庭養護の実際についても理解を
深める。また、社会的養護における計画、記録、自己評価を理解し、
相談援助の方法・技術や子ども虐待防止について学ぶ。

1 30

保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助
言、情報提供、行動見本の提示等の支援について、その特性と展
開を具体的に理解する。保育士の行う子育て支援とその実際を実
践事例等を通して具体的に理解する。

1 30

児童福祉施設等の生活に参画し、観察や子どもとのかかわりを通し
て子どもへの理解を深める。子どもの心身の状況に応じた対応、生
活環境への理解を深め、専門職としての保育士の役割と倫理を学
ぶ。また、実習を通して支援計画、記録の重要性を理解する。

2 80

保育実習指導Ⅰ①を踏まえ、児童福祉施設実習に対する基本的な
事項の確認と新たな実習課題の決定、課題達成に必要な準備を行
なう。また、事後指導としては、実習体験に基づきグループ討議等を
行い、施設に対する認識を深めると同時に、実習態度を振り返り、
改善すべき点を見出す。

1 30

保育に関する教科目及び保育実習等の経験を踏まえ、自らの学び
を振り返る。グループ討議や研究発表形式により様々な視点から今
後の保育の課題等について学習すると同時に、自己の課題を明確
にし、目指す保育士像や今後に向けた自己の取り組みについて考
える。

2 60

物を作る活動・表現行為の中から、創作（表現）の喜びを味わう。ま
た、保育者としての援助のあり方・教材研究などの基礎を学ぶため
の演習として、折り紙・製作・絵画などの手法を用いて、それらのも
のを体感することを目標とする。

2 60

子どもの食と栄養

子ども家庭支援の心理学

保育の心理学

大原医療保育福祉専門学校千葉校

こども保育学科

教育原理

子ども家庭支援論

乳児保育Ⅱ

造形表現2

身体表現

障害児保育

社会的養護Ⅱ

保育実践演習

保育実習指導Ⅰ②

実
　
　
技

（
演
習

）

委託訓練カリキュラム（2年次）

実施施設名

訓練コース

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

科　　　目

学
　
　
科

(

講
義

)

保育実習Ⅰ②

子どもの保健

子育て支援

保育の計画と評価

R8-H6



音楽やリズムを身体を通して感じ、考え、音楽表現に必要な技術と
その方法論の基礎を学ぶ。また、保育の現場で活用する手遊びや
歌遊び、身体創作表現など具体的な教材を通して、表現意欲を養
い、創造性を豊かに実践力のある保育者としての資質能力を形成
する。

1 30

鍵盤奏法の基礎で学んだ技術を生かし、即興演奏法を身につけ、
コードによる伴奏や楽曲の創作等ができるように、技術力の向上を
目指す。また、弾き歌いを通し、保育者の基本技能を身につける。

2 60

保育所において、更に乳幼児への理解、保育士の職務、関連職員
との連携等への理解を深める。実習では参加実習や部分実習、指
導実習の段階を経て実践力を身につけ、責任実習を行なう。保育計
画と指導計画、日案の理解と実践、乳幼児保育の担当、保育士とし
ての役割･技術などを習得する。

2 80

保育実習指導Ⅰを踏まえ、乳幼児に対する更なる理解を深める。こ
れまでの実習を統括的に捉え、施設運営や保育士の職務内容を理
解した上での保育(養護)技術を習得する。さらに、演習を通して保育
所の意義と今日的役割を理解し、保育士を志すものとして自覚を高
める。

1 30

単位修得の為の試験
20

小計 27 780 0

就
職
支
援

2年次において、就職活動の手引き、就職活動のスケジュールにつ
いて説明を行う。「福祉就職フェア」への参加と準備、必要書類の作
成と確認、面接トレーニング、就職活動マナーのレクチャー、ジョブ
カード作成及びキャリアコンサルティングを行う。 15

33 885 0

その他

各期のガイダンスにて、短期・中期・長期の目標を確認する
20

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

修了（卒業）要件

修了式等※

音楽表現1

鍵盤奏法の応用

保育実習Ⅱ

保育実習指導Ⅱ

学則：（単位の授与）
第２０条　授業科目を履修し、各科目の成績を判定の上、秀・優・良・可を取得した学生には所定の単位を与える。
２．介護福祉科及びこども保育学科の履修においては、次に掲げる３項目に基づき認定する。
（１）授業科目ごとの出席率が基準を満たしている者
授業科目ごとの出席時間数が履修時間数の３分の２に満たない者、及び介護実習・保育実習の出席時間数が履修時間
数の５分の４に満たない者は、履修の認定を行わないこととする。
（２）授業科目ごとの学業成績で合格を修めた者
（３）介護実習・保育実習については、実習先施設で実習要件を満たしたと評価された者
３．１年間に履修できる授業科目の上限は４８単位とする。
学則：（卒業）
第２２条　卒業の認定は、第５条に規定する修業年限以上在学して、下記に定める授業時間数以上履修し、かつ下記に
定めるところにより授業科目および単位数を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。
　　介護福祉科は、６８単位
　　こども保育学科は、７０単位
２．前項に規定する卒業の認定は、最終学年の終わりに行う。

就職支援Ⅱ

合計（２年次）

定期試験

実
　
　
技

（
演
習

）

訓
　
練
　
の
　
内
　
容



様式３

分野

資格等

科目の内容 単位数 時　間

（必修）保育の思想、歴史、法制度、保育計画、
保育の現状と課題について学び、保育者になる
ための基礎的知識を習得する。 2 30

（必修）教育や学校の歴史的変遷や主要な教育
思想や思想家について学び、教育の意義・理
念・目的を理解する。これからの教育や学校に
ついて考えていくための基礎を身につける。

2 30

（必修）教育制度の起源と変遷を歴史的視点か
ら概観し、教育制度の成り立ちや必要性、課題
を理解する。現代の幼児教育・保育の制度につ
いても学ぶ。

2 30

（必修）児童の諸権利やこども家庭福祉の基本
的理念・歴史、政策・制度や福祉サービスの援
助活動について学び、保育者として必要最低限
の知識・技術を修得する。

2 30

（必修）社会福祉の歴史的経緯と変遷、国家制
度や制度・法体系などに関して学ぶとともに、子
ども家庭支援を中心とした社会福祉の実践につ
いても理解を深める。

2 30

（必修）保育者（幼稚園教諭、保育士、保育教
諭）の制度的位置づけ、求められる職務内容、
服務上の責務、倫理、求められる資質・能力を
理解する。

2 30

（必修）社会的養護の基本理念を踏まえ歴史や
現状を理解し、児童福祉施設での支援に必要な
社会的養護の制度・体系と施設養護の内容につ
いて学ぶ。また支援者としての子ども観・養護観
を養う。

2 30

（必修）保育や子育て支援に必要な、子どもや保
護者の心理や発達過程に関する基本的知識を
得る。

2 30

（必修）子どもの身体的な発育・発達と保健、 心
身の健康状態と把握方法、また他職種と連携し
た疾病の予防や適切な対応方法などについて
学ぶ。

2 30

（必修）子どもたちの実態を踏まえた保育の展開
を実現する上で必要な保育の計画についての考
え方や立案の方法、またその改善方法について
学ぶ。

2 30

（必修）子ども・保護者を支える乳児保育の意義
や課題、及びそれを担う保育者の社会的責務と
役割について考えを深めるとともに、特に２歳ま
での子どもにとって重要な存在となる乳児担当
保育者に必要な知識と技能及び専門職としての
倫理と意識を身につけていく。

2 30

（必修）様々な課題に取り組み保育者として必要
な言語表現力・文章力の向上を目指す。 2 30

（選択必修）日本国憲法の理念や成り立ちにつ
いて学ぶ。特に基本的人権については保育・教
育との関わりから詳しく学ぶ。

2 30

（選択必修）文学作品の購読を通じ、教養・人間
理解を深める。 2 30

（選択必修）日本の歴史を中心に歴史的なもの
の見方を学び、教養・人間理解を深める。 2 30

（選択必修）社会学的な観点から「働くこと」につ
いて考え、自らのキャリアについて多角的にとら
えられるようにする。

2 30

委託訓練カリキュラム（１年次）

実施施設名 千葉経済大学短期大学部 保育士

訓練コース こども学科保育コース 保育士

科　　　目
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

学
　
　
科

(

講
義

)

保育原理

教育原理

教育の制度と経営

こども家庭福祉

社会福祉

保育者論

社会的養護Ⅰ

保育の心理学

こどもの保健

保育の計画と評価

乳児保育Ⅰ

文章表現法

法学（日本国憲法）

文学

歴史への旅

社会学

訓
　
練
　
の
　
内
　
容
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（選択必修）最新の心理学研究に触れ人間の心
の働きについて理解を深める。 2 30

（選択必修）数や数学的な概念について様々な
折り紙の作品作りを通じて学ぶ。 2 30

（選択必修）生物の体の成り立ち、遺伝の仕組
みや発生の過程を学び、生物への理解を深め
る。

2 30

（必修）青年期というライフステージにおいて健康
で望ましいライフスタイルを獲得するために必要
な知識を学ぶ。

2 30

小計 40 600

（必修）様々な課題に主体的に取り組むことを通じ、2
年間の学修に必要な基本的技術や習慣、また保育・
教育現場での実地学習の基礎となるマナーや姿勢を
身につける。

1 30

（必修）保育所保育指針、幼稚園教育要領における保
育の基本を踏まえ、教材研究や保育実践を通して実
践的に学び、保育者に必要な教材理解の力や実践技
術をみがく。

2 30

（必修）実際の保育場面を想定した指導計画の立案・
模擬保育を通じ、子ども理解を深め、適切な指導方法
を身に付けるとともに、模擬保育の記録作成を通し、
観察力や記録する力を培う。

2 30

（必修）受容と共感の原則に基づき子どもと信頼関係を築く
ための具体的な保育の方法や、乳児保育における遊び意
義と役割を理解し保育計画に反映する方法など、乳児保育
の担当者として必要な知識や技術を実践的に学ぶ。

1 30

（必修）子どもが生涯にわたり健康で安全な生活を送るた
めの生活習慣、食事、遊びや活動を理解する。その上で、
子ども自身に心身共に健康で安全な生活を作る力が育つ
保育者の関わりや、指導計画、環境の構成などについての
理解を深める。

1 30

（必修））保育における「環境」について「環境を通した
保育」とは何かを理解し、環境構成や環境の再構成
について学ぶ。理論・実践の双方の観点から多面的
に学び、領域「環境」の意義と内容を理解した上で、
指導に必要な保育者としての感性、知識、技術を養
う。

1 30

（必修）子どもが言葉を獲得していくプロセスを学ぶと
ともに、言葉に対する感覚を養い言葉で表現する力
や聞く態度を育てる指導のあり方について学ぶ。 1 30

（必修）領域「表現」の指導に関わる、幼児の表現の姿やそ
の発達およびその促進要因、幼児の感性や創造性を豊か
にする様々な表現遊びや環境の構成などについて表現活
動を支援するシミュレーションを行いながら実践的に学ぶ。

1 30

（必修）子どもの健康的な食生活支援に必要な栄養
の基礎知識、発達段階や状況に応じた食事の提供や
支援に必要な知識を学び、保育現場における食生活
支援や食育活動を実践する力を身につける。

2 60

（必修）保育実習の全体像の把握した上で、これまで
の授業や保育参観・体験からの学習をふまえ実習課
題を明確化するとともに、実習に向け実習記録・指導
計画案などについてさらに具体的に学び、準備する。

1 30

（必修）保育所保育に実習生として参加し、さまざまな
授業で得た知識・技術の実践性を確認するとともに、
保育所保育に必要な知識・技能を理解・習得し、保育
現場での生活を知る。

2 80

（必修）児童福祉施設等の生活に参加し、授業で習得
した知識・技能を基に総合的に実践する応用力を養う
と共に、児童福祉施設等の機能とそこでの保育士の
職務について学ぶ。

2 80

（必修）様々なスポーツを楽しみ実践し、健康の保持
増進、体力・運動能力の向上に向けた意識や態度を
身につける。 2 60

（選択必修）一般的なピアノ技能ではなく、保育・教育
職において求められる「職能としてのピアノ技能」を養
成すると同時に、音楽的教養を高め、卒業後も自らの
音楽的資質を向上させるに足る素地を養う。

2 60

小計 21 610

学
　
　
科

(

講
義

)

心理学

数学

生物学

健康科学概論

実
　
　
技

（
演
習

）

基礎演習

保育内容演習Ⅰ

保育内容演習Ⅱ

乳児保育Ⅱ

こどもと健康

こどもと環境

こどもと言葉

こどもと表現

こどもの食と栄養（通年）

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

スポーツ演習（通年）

器楽Ⅰ（通年）

保育実習指導Ⅰ（事前）

保育実習IA

保育実習IB



就
職
支
援

12

61 1222

その他

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

進級要件

特になし。ただし、資格取得をめざす場合は、一年次の指定科目のすべてを取得することが望ましい。

合計（１年次合計）

入学式、年度開始時の各種ガイダンス、実習・就職に関わ
るオリエンテーションやガイダンスに参加する。その他、受
講生を対象としたガイダンスに参加する。

入校式等※

●ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ主催の　各種ガイダンス・セミナー・講座等（就職ガイダン
ス、就職活動スタートセミナー、公務員試験対策講座）、学内説明会（自
治体採用説明会、幼稚園・保育園説明会、福祉施設説明会など）、適性
検査・模試（適性検査・作文試験模試）
●相談教員による個別支援（進路面談・履歴書添削）※ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰと連
携



様式３

分野

資格等

科目の内容 単位数 時　間

（必修）「こども理解の難しさ」を理解したうえで、多角的に捉
える視点を養うとともに、理解のための手立てを考える。こ
どもに関する様々な思想や理論を理解し、これからの保育
や教育について考える上での基礎を身につける。こどもを
一面的に捉えてしまわず、その存在の不思議について考
え、寄り添い、学び続けることができる姿勢を培う。

2 30

（必修）家族（夫婦）の支援、ひとり親家族やその子どもの支
援について具体的に学びながら、家族の多様性や多様な
支援のあり方について考える。同時に自らの問題としても
家族をどう生きるのか・生きるべきなのかについて考え理解
を深める。

2 30

（必修）個々の子どもが多様な家庭背景や社会環境の中で
課題に直面していることを理解し、生涯発達過程や課題を
学び、対象の子どもや家庭のことをより包括的に深く理解で
きるようにするとともに、子どもの精神保健とその課題につ
いても理解する。

2 30

（選択必修）幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿を見
通し、幼児の生活や発達に適したねらい・内容、活動を具
体的に想定し、必要な教材の研究や指導計画の作成、指
導方法、評価の在り方を習得する。

2 30

（選択必修）カウンセリングと保育･教育の視点から相談の
基本的な枠組みを学び、相談に乗る上で必要な自己理解
の深め方、実際の支援に有効な様々なアプローチについて
解説することを通して、子ども理解の視点を広げ、しなやか
な感性を獲得する。

2 30

（選択必修）保育現場で行われている「こども文化財を活用
した教育的関わり」について学び、保育者としての実践的な
知識と技術の習得を目指す。 2 30

（選択必修）ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝについての基礎的な内容や、指導者
に期待される役割や支援のあり方について理解するととも
に、イベント、教室をプログラムし、実際に展開していく方法
についても学ぶ。ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格取得のための
科目である。

2 30

小計 14 210

（必修）具体的な保育場面と領域、育みたい資質能力及び幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿の繋がり確認しながら模
擬保育を積み重ねていき、総合的に保育を展開していくため
の力を養う。

2 30

（必修）五領域の「保育の内容」を総合的に捉える視点を養う。
領域間の結びつきや養護的内容との関連、「幼児期の終わり
までに育ってほしい姿」に着目し、指導計画の立案などを通し
て実践的に学ぶ。

2 30

（必修）多様な状況や発達過程にある個々の子どもを深く理解
し、具体的な発達援助につなげるための視点や技術を身につ
けるとともに、それを支える学習者自身の子ども観を深めるこ
とをめざす。

2 30

（必修） 領域「人間関係」のねらい及び内容をふまえ、子どもの発
達に即した人間関係のあり方を理解する。保育者は乳幼児とど
のような関係を作り、また子ども同士の関係をどのように捉えて
関わっていけばよいのか、具体的な事例から考えを深める。

1 30

（必修）「こどもの保健」での学習内容をふまえ、保育における
保健的観点をふまえた保育環境や援助、衛生管理や安全対
策など、保健に関わり保育者に必要とされる知識や技術を培
う。

1 30

（必修）障害のある子どもの教育にかかわる基礎的・基本的知
識や、障害を含めた様々な教育的ニーズを持つ子どもを支援
するためのアセスメントの方法や、具体的な支援・指導方法に
ついて学ぶ。

2 60

(必修）社会的養護とはどのような営みなのか、社会的養護を
受ける子どもたちはどのような存在で、どのような困難を抱え
ているのか、また、養護を行う実践者としての施設保育士はど
のように日々の実践を行っているのかなどについて学ぶ。

1 30

（必修）保護者とともに子どもを育てていくための基本的な姿
勢について理解した上で、保護者への関わりの内容や、支援
の具体的方法及び技術を実践的に学ぶ。 1 30

（必修）幼稚園と保育所における実習の体験をふりかえり、幼児
教育への理解を多角的に広げていくとともに、改めて模擬保育を
行い互いに検討することを通じ、保育から幼児理解に基づく多様
な保育者の援助のあり方を考える力を身につける。

2 30

委託訓練カリキュラム（2年次）

実施施設名 千葉経済大学短期大学部 保育士

訓練コース こども学科保育コース 保育士

左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

学
　
　
科

(

講
義

)

こども学原論

こども家庭支援論

こども家庭支援の心理学

教育方法Ⅱ

こども文化論

レクリエーション概論

教育相談

実
　
　
技

（
演
習

）

保育内容演習Ⅲ

保育内容総論

こどもの理解と援助

こどもと人間関係

こどもの健康と安全

特別支援の教育と保育（通年）

社会的養護Ⅱ

子育て支援

教職実践演習（幼保）

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

科　　　目

R8-H7



（必修）保育実習Ⅰ（保育所・施設）の事後学習として、実習前
に設定した目標から実習の振り返りを行い、今後の実習に向
け自己の課題を明確にする。 1 30

（必修）保育実習Ⅰを前提に、保育所での実習（保育実習
Ⅱ）、児童福祉施設（保育実習Ⅲ）を選択し実習を行う。

2 80

（必修）保育実習Ⅰでの成果と課題をうけて、今後の実習に向
けた自己の課題の明確化や具体的準備を行う。

1 30

（必修）保育園・幼稚園で行われている英語活動を理解し、子
どもと一緒に英語を楽しめるようになるとともに、日常的なコ
ミュニケーションに必要な英会話を身につける。 2 30

（選択必修）体を動かす楽しさを共有し、これからの子どもたち
に求められているものは何かを考えながら、指導者として持つ
べき資質や能力を培っていくことを目的とします。 1 30

（選択必修）さまざまな遊びのメニューと技術を持ち、多くの人
に楽しさの体験や人との交流を提供するために必要な技術指
導の方法を学ぶ。ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格の取得のための
科目である。

1 30

（選択必修）“リトミック”について学び、 幼稚園・保育園で実
践・応用可能な、リズムとピアノ演奏を含む指導法を習得す
る。 リトミック研究センターの幼稚園・保育園のためのリトミック
指導資格２級取得（合格）のための科目である。

1 30

（選択必修）リトミックⅠにおいて習得した指導法と基礎的な動
き（身体表現等）を更に充実させ、リトミック研究センターの幼
稚園・保育園のためのリトミック指導資格１級の取得（合格）の
ための科目である。

1 30

（選択必修）器楽Ⅰの単位取得を前提に、個々のニーズに合
わせオーダーメイド型の学習でさらなる演奏力の向上をめざ
す。希望する者には、職能を越えた教材も扱う。 2 60

小計 26 650

就
職
支
援

12

40 872

その他

年度開始時の各種ガイダンス、実習・就職に関わるオリエ
ンテーションやガイダンス、その他、受講生対象のガイダン
スに参加する。修了式において資格交付を行う。

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

修了（卒業）要件

実
　
　
技

（
演
習

）

レクリエーション実技

保育実習指導Ⅰ（事後）

保育実習Ⅱ／保育実習Ⅲ（選択）

幼児体育

保育実習指導Ⅱ／保育実習指導Ⅲ（選択）

リトミックⅡ

器楽Ⅱ（通年）

英語コミュニケーション

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

リトミックⅠ

本学に２年間在学し、卒業及び保育士資格取得に必要な要件単位を修得したものに対し、資格及び修了証を授与する。

合計（２年次）

修了式等※

●ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ主催の各種ガイダンス・セミナー・講座（就職ガイダンス、公
務員試験対策講座）、学内説明会（自治体採用説明会、幼稚園・保育園説
明会、福祉施設説明会など）、適性検査・模試（適性検査・採用試験模試）
●相談教員及び就職部教員による個別支援（進路面談・履歴書添削・面
接練習・実技試験対策指導など）※ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰと連携



R8-H8





R8-H8





様式３

分野

資格等

科目の内容 単位数 時　間

保育の意義、保育所保育指針における保育の基
本、保育の目標と方法、保育の思想と歴史的変遷
について理解し、保育の現状と課題について考察
する。

2 30

教育の意義・目的及び児童福祉等とのかか
わり、教育の思想と歴史的変遷や教育に関
する基礎的な理論、教育の制度や実践、生
涯学習社会における教育の現状と課題につ
いて理解する。

2 30

現代社会における社会福祉の意義と歴史的
変遷、社会福祉と児童福祉および児童の人
権や家庭支援との関連性、社会福祉の制度
や、社会福祉における相談援助や利用者の
保護にかかわる仕組み、社会福祉の動向と
課題について理解する。

2 30

近年、子どもを取り巻く環境が大きく変化して
いる。就学前教育・保育のニーズも多様化す
る中、保育者に求められることは、子どもの
成長をしっかりと支え、一人一人の子どもの
成長を促すことができる「専門性」を身につけ
ることを学ぶ。

2 30

保育実践にかかわる心理学の知識、こども
の発達にかかわる心理学の基礎を習得し、
子どもが人との相互的かかわりを通して発
達していくことや生涯発達の観点から発達の
プロセスや初期経験の重要性について理解
し、保育との関連を考察する。

2 30

子どもの心身の健康増進を図る保健活動の
意義、身体発育や生理機能および運動機能
ならびに精神機能の発達と保健、子どもの
疾病とその予防法および適切な対応、子ど
もの精神保健とその課題、保育における環
境及び衛星管理並びに安全管理、施設等に
おける子どもの心身の健康及び安全の実施
体制について理解する。

2 30

乳児保育の理念と歴史的変遷および役割、
保育所・乳児院等における乳児保育の現状
と課題、3歳未満児の発育・発達と保育内
容、乳児保育の実際、乳児保育における保
護者や関係機関との連携について学ぶ。

2 30

小計 14 210

乳児保育Ⅰ 0

0

保育者論 0

保育の心理学 0

子どもの保健 0

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

科　　　目
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

学
　
　
科

(

講
義

)

保育原理 0

教育原理 0

社会福祉 0

委託訓練カリキュラム（１年次）

実施施設名 千葉こども専門学校 保育士

訓練コース 保育科・保育士コース 保育士

R8-H9



保育士として、また社会人として必要な基本
的な文書作成や図表作成のためのパソコン
での文書入力、表計算知識を習得し、実社
会において、有為な人材として活躍できる技
能の習得を目的とする。

2 30

保育士として、また社会人として必要な基本
的な文字・文章の書き方を習得し、ペン字の
スキルを総合的に学習し、実社会において、
有為な人材として活躍できる技能
の習得を目的とする。

1 30

保育士として必要な基本用語や教養を理解
する、社会人としての常識を理解し、身につ
ける

2 30

社会人としてあるべき人格を高め、自身およ
び他者へのリーダーシップを醸成する

2 30

日常的な会話を理解することができるように
なる為、基本的な会話に必要な基礎的な事
柄を練習問題を交えて学習をする。ヒヤリン
グ能力の向上を目指し、具体的場面が設定
された会話、それに伴う発音を耳から学び、
会話力の向上も目的とする。

2 30

小児期の食生活は生涯にわたる健康な生活
を送るための基礎となるため、保育者として
食を通じた子どもの健全育成に携わる知識
を身につける。

1 30

養護と教育にかかわる保育の内容が、それ
ぞれに関連性を持ち、総合的に保育を発展
していくための知識・技術・判断力を習得す
る。そして、子どもの発達を、「健康」領域の
観点から捉え、子ども理解を深めながら保育
内容について具体的に学ぶ。

1 30

養護と教育にかかわる保育の内容が、それ
ぞれに関連性を持ち、総合的に保育を発展
していくための知識・技術・判断力を習得す
る。そして、子どもの発達を、「人間関係」領
域の観点から捉え、子ども理解を深めながら
保育内容について具体的に学ぶ。

1 30

養護と教育にかかわる保育の内容が、それ
ぞれに関連性を持ち、総合的に保育を発展
していくための知識・技術・判断力を習得す
る。そして、子どもの発達を、「環境」領域の
観点から捉え、子ども理解を深めながら保育
内容について具体的に学ぶ。

1 30

養護と教育にかかわる保育の内容が、それ
ぞれに関連性を持ち、総合的に保育を発展
していくための知識・技術・判断力を習得す
る。そして、子どもの発達を、「言葉」領域の
観点から捉え、子ども理解を深めながら保育
内容について具体的に学ぶ。

1 30

子どもの発達と音楽表現に関する知識と技
術、身近な自然やものの音や音色・人の声
や音楽等に親しむ経験と保育環境、子ども
の経験や様々な表現活動と音楽表現とを結
びつける遊びの展開について学ぶ。

2 60

言葉 0

音楽表現Ⅰ 0

健康 0

人間関係 0

環境 0

未来デザインプログラムⅠ 0

英語 0

子どもの食と栄養Ⅰ 0

実
　
　
技

（
演
習

）

情報処理 30

ペン字 0

基礎学力演習 0

訓
　
練
　
の
　
内
　
容



子どもの発達と保育製作に関する知識と技
術、身近な自然やものの色や形・感触やイ
メージ等に親しむ経験と保育環境、子どもの
経験や様々な表現活動と造形表現とを結び
つける遊びの展開について学ぶ。

2 60

保育所での保育を実践し、保育士としての必
要な資質・能力・技術を習得する。また、家
庭と地域の生活実態にふれて、子ども家庭
福祉ニーズに対する理解力、判断力を養うと
ともに、子育てを支援するために必要とされ
る能力を養う。

1 30

障がい児保育を支える理念や歴史的変遷、
様々な障がい、障がい児保育の実践、家庭
及び関係機関との連携、障がいのある子ど
もの保育にかかわる保健・医療・福祉・教育
等の現状と課題について理解する。

2 60

保育実習の意義、実習の内容と課題、実習
に際しての留意事項、実習の計画と記録に
ついて理解する。そして、実習後の事後指導
を通して、実習の総括と自己評価を行い、新
たな課題や学習目標を明確にする。

1 30

地域社会において福祉・教育・保育の領域に
関わるボランティア活動への参加を通し、多
様な能力の育成、社会性の涵養、知識と技
術の習得などを目指す。ボランティア活動へ
の心構えを築き、活動全般の振り返りも行
う。

2 60

子どもたちの感性や創造性を豊かにする
様々な製作表現方法を理解する。
また、製作表現活動に必要な知識技術と保
育への活用法を身につける。

1 30

幼児教育に携わる保育者に必要な音楽能力
を習得するために、楽典の教科書を中心に
しながら、歌唱及び器楽演奏に伴う譜読力
や表現方法を学習していく。

1 30

保育現場で必要な基礎的な歌唱技術、ソル
フェージュ力を実践的に学ぶ。

1 30

学校生活を送る上での諸連絡、諸伝達を行
い、クラス内での情報の共有を図る。また、
生活面における生徒指導など、学校生活に
関わる諸注意事項を徹底させることにより集
団生活における学校全体のモラルの向上を
目指す。

― 30

音楽表現Ⅱ 0

こどものうたⅠ 0

ホームルームⅠ 0

地域支援実践 0

製作表現 0

身体表現Ⅰ 0

障害児保育 0

保育実習指導Ⅰ（保育所） 0

保育製作Ⅰ 0

実
　
　
技

（
演
習

）

訓
　
練
　
の
　
内
　
容



実習に比重を置き授業を進めていく。主な内
容として、1年生で行う観察実習、2年生で行
う保育実習に向けての基本知識の習得。

2 60

小計 29 780

就
職
支
援

➀校内で行われている企業ガイダンスに
　参加し、早期の業界・企業研究を行う
➁担任/エリア担当と面談を行い、自分の
　適性等について早期に理解し、学習を
　進めていく

43 990

その他

入校式・オリエンテーション（2回） 3

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

進級要件

入校式等※

本校は、単位制のため、以下の事例の場合、原級措置となる
➀休学により在学期間が満たない場合
➁本人の学習業況により、原級に留まりたいと申し出があった場合

実習指導 0

30

➀企業ガイダンス
➁担任とエリア担当との面
談

授業外で不定期に実施

合計（１年次合計） 30

実
　
　
技

（
演
習

）

訓
　
練
　
の
　
内
　
容



様式３

分野

資格等

科目の内容 単位数 時　間

運動や栄養など、健康に関わるエピソードを通し
て、健康を総括的にとらえ、個人個人が自分にあっ
た健康処方・運動処方をデザインできるようになる
ことを目的として行う。

1 15

現代社会における児童家庭福祉の意義と歴史的
変遷、児童家庭福祉と保育との関連性および児童
の人権、児童家庭福祉の制度と実施体系、児童家
庭福祉の現状と課題、児童家庭福祉の動向と展望
について理解する。

2 30

家庭の意義とその機能、子育て家庭を取り巻く社
会的状況、子育て家庭の支援体制、子育て家庭の
ニーズに応じた多様な支援の展開と関係機関との
連携について理解する。

2 30

社会的養護における児童の権利擁護や保育士等
の倫理および責務、施設養護及び他の社会的養
護の実際、支援計画と内容、社会的養護にかかわ
る専門的技術、社会的養護の今後の課題と展望に
ついて理解する。

2 30

生涯発達と初期経験の重要性について理解すると
ともに、家族・家庭の理解や、子育て家庭に関する
現状を理解する。

2 30

保育内容の充実と質の向上に資する保育の計画と
評価、保育課程の編成と指導計画の作成、計画・
実践・省察・評価・改善の過程について理解する。

2 30

小計 11 165

社会人基礎力の向上を目的として、フランクリンコ
ビー著書「7つの習慣」をベースに、成功に近づく考
え方や行動習慣を身につけさせていく。

1 15

健康維持と体力増進を目的とするが、スポーツの
持つ娯楽性に対する感受性を高めることを主眼と
して行い、有酸素運動、レクリエーションゲームなど
を中心に講義を進める。

1 30

乳幼児の表現活動の大切さと発達過程や造形的
な表現の特徴を理解する。「モノ」との関わりから
「えがく」「つくる」「造形あそび」等の領域の題材や
環境構成のあり方についての知識を製作体験を通
して習得する。

1 30

子どもの発達と絵本・紙芝居・人形劇・ストーリーテ
リング等に関する知識と技術、子ども自らが児童文
化財等に親しむ経験と保育架橋、子どもの経験や
様々な表現活動と児童文化財等とを結びつける遊
びの展開について学ぶ。

1 30

子どもの食と栄養Ⅰを基盤とし、子どもの発育・発
達と食生活の関連、食育の基本と内容、家庭や児
童福祉施設における食生活の現状と課題、特別な
配慮を要す
る子どもの食と栄養について理解する。

1 30

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

科　　　目
左の内ﾊﾟｿｺﾝ
使用時間数

学
　
　
科

(

講
義

)

子どもの食と栄養Ⅱ 0

0

実
　
　
技

（
演
習

）

モチベーション・マネジメント 0

体育（実技） 0

表現 0

言語表現 0

社会的養護Ⅰ 0

子ども家庭支援の心理学 0

保育の計画と評価 0

体育（講義） 0

子ども家庭福祉 0

子ども家庭支援論 0

委託訓練カリキュラム（2年次）

実施施設名 千葉こども専門学校 保育士

訓練コース 保育科・保育士コース 保育士

R8-H9



保育士には、保育所や児童福祉施設を利用する子
どもや家族だけでなく、地域で子育てする全ての家
庭を支援することが求められている。そのような保
育士の社会的使命を果たすために、事例分析も交
えながら相談援助の知識、技術について学習す
る。

1 30

保育の基本と保育内容、保育内容の歴史的変遷、
保育内容と子ども理解とのかかわり、保育の基本
を踏まえた保育内容の展開、保育の多様な展開に
ついて理解する。

1 30

乳児保育Ⅰを基盤とし、乳児保育の理念と歴史的
変遷および役割、保育所・乳児院等における乳児
保育の現状と課題、3歳未満児の発育・発達と保育
内容、乳児保育の実際、乳児保育における保護者
や関係機関との連携について学ぶ。

1 30

ケガや病気の初期症状や、子どもが示すサインに
ついて学び、初期対応ができるようにする。また、
保護者への伝達、助言を考察する。

1 30

現代社会における社会的養護の意義と歴史的変
遷、社会的養護と児童福祉の関連性および児童の
権利擁護、社会的養護の制度や社会的養護にお
ける児童の人権擁護および自立支援、社会的養護
の現状と課題について理解する。

1 30

地域交流の場として、保護者への子育ての知識の
提供・親同士の交流子育て支援の量を増やし、必
要とする全ての家庭が利用できる支援を用意する
ための制度や知識理解を図る。

1 30

保育所の役割と機能、保育内容と保育環境、保育
の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割
と職業倫理を学び、子どもへの理解を深める。

2 90

保育所での保育を実践し、保育士としての必要な
資質・能力・技術を習得する。また、家庭と地域の
生活実態にふれて、子ども家庭福祉ニーズに対す
る理解力、判断力を養うとともに、子育てを支援す
るために必要とされる能力を養う。

2 90

保育現場の実態に対応できる「実践的指導力」を
もった保育士を養成する為に、少子高齢化や虐待
及びそれに伴う世代間連鎖など現代的課題につい
て現状分析や考察や検討を行う。また、問題解決
の為の対応や判断方法等についての学びを深め
る。

2 60

幼児教育の音楽指導上に必要な鍵盤楽器（ピアノ）
による伴奏法と簡単な即興演奏を身に付ける。
コードネームと和音記号を理解し、子どもの歌伴奏
に必要な鍵盤和声を習得する。

2 60

楽器演奏の基本的技術を確認しながら、合奏技能
を高めることを目標とする。授業内では、様々な合
奏形態について論じるが、実践においては保育現
場における実情を考え、主に教育用楽器（カスタ
ネット・太鼓など）を用いて合奏を試みる。

2 60

保育製作Ⅰを基に、子どもの発達と造形表現に関
する知識と技術、身近な自然やものの色や形・感
触やイメージ等に親しむ経験と保育環境、子どもの
経験や様々な表現活動と造形表現とを結びつける
遊びの展開について学ぶ。

2 60

保育所での保育を実践し、保育士としての必要な
資質・能力・技術を習得する。また、家庭と地域の
生活実態にふれて、子ども家庭福祉ニーズに対す
る理解力、判断力を養うとともに、子育てを支援す
るために必要とされる能力を養う。

2 90

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

保育製作Ⅱ 0

保育実習Ⅱ 0

保育実践演習 0

音楽表現Ⅲ 0

音楽表現Ⅳ 0

子育て支援 0

保育実習Ⅰ（保育所） 0

保育実習Ⅰ（施設） 0

乳児保育Ⅱ 0

子どもの健康と安全 0

社会的養護Ⅱ 0

子どもの理解と援助 0

保育内容総論 0

実
　
　
技

（
演
習

）



保育実習Ⅰ（保育所）での学びをもとに、さらなる理
解と技術の向上を目指し、準備や心構えについて
を学ぶ。

1 30

学校生活を送る上での諸連絡、諸伝達を行い、ク
ラス内での情報の共有を図る。また、生活面におけ
る生徒指導など、学校生活に関わる諸注意事項を
徹底させることにより集団生活における学校全体
のモラルの向上を目指す。

― 30

施設の役割と機能、養護内容と生活環境、
支援計画と記録、専門職としての保育士の
役割と倫理を学ぶ。そして、実習後の事後指
導を通して、実習の総括と自己評価を行い、
新たな課題や学習目標を明確にする。

1 30

小計 27 915

就
職
支
援

履歴書指導や面接指導等、内定を得るための就職
試験対策を行う。また、社会で活躍できる人材とな
るための心構えを学ぶ。

― 30

38 1110

その他

修了式・オリエンテーション（2回） 3

※入校式・修了式には、訓練以外の事項（学校紹介など）に係るオリエンテーションを含む。

修了（卒業）要件

保育実習指導Ⅰ（施設） 0

合計（２年次） 0

修了式等※

本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒業を認められた者に、卒業の認定を行う。

ホームルームⅡ 0

就職指導 0

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

　保育実習指導Ⅱ 0

実
　
　
技

（
演
習

）


